
第３回
学校運営協議会

教育用語について



学習指導要領

教科ごとの教育計画（ガイドライン）

子どもたちの教科書はこれを基に作られています。



学習指導要領
教育目標
学ぶべきスキル、知識、思考力、態度など
学習内容
学習の内容やその指導方法
評価方法
児童の評価方法やその基準
＊各校の評価基準はあゆみに記載しているところが多い

簡単に言えば、学習指導要領は学校が何を、どのように
教え、評価するかについてのガイドラインです。



学習指導要領

私たち教職員は、

これをもとに、指導内容や
指導方法を組み立てます。



教育課程

学校教育の目標を達成するために、教育の内容を
学校の特色や児童の発達に応じて、編制した教育計画



教育課程
知 ＜学習に関すること＞
・授業改善の推進
・発達支援教育の充実
徳 ＜生活に関すること＞
・心の教育の推進
・生徒指導の充実
体 ＜運動に関すること＞
・体力の向上
・安全教育の推進
・健康教育・食育の推進



教育課程

教職員や児童、保護者、地
域の方からの意見をもとに
１月から３月にかけて作成



教科と領域

教科とは

国語、算数、理科、社会、生活、音楽、図工、体育、家
庭科、外国語（高学年）

＊中学・高校では、専門の免許状がある。
＊いつ、何を学ぶかが決まっている。
＊数値や◎○△など数的な評価が多い。
＊教科書がある



教科と領域

領域とは
教科以外の教育的活動
例：総合的な学習の時間、特別活動、

外国語活動(3,4年)
＊専門の免許状が不要。
＊経験や体験活動を重視
＊文章表記が多い
＊教科書がない



総合的な学習の時間

◆小学校では、２００２年から実施
◆自ら学び自ら考える力などの［生きる力］の育成
◆体験学習や問題解決学習の重視、
学校・家庭・地域の連携

◆例として、国際理解、情報、環境、福祉、地域など
◆各学校で独自の名前をつけて呼んでいる。

和田小は「めいけん学習」



総合的な学習の時間

３年生 地域 〈和田の町 すてき発見！〉
・東海道、自動車街などの道の様子
・地域のお店や寺社
・天竜川と金原明善
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４年生 福祉 〈ともに生きる〉
・ユニバーサルデザイン
・アイマスク、パラスポーツ体験

総合的な学習の時間
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５年生 環境 〈未来を見つめて〉
・SDGs、環境問題
・探究的活動

総合的な学習の時間



６年 ものづくりのまち浜松と国際理解
〈日本発、世界へ！〉

・浜松のよさと首都東京
・自己の生き方
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来年度（令和６年度）の学校経営構想の方向

●「令和の日本型学校教育」が目指す姿の具現化を図る。

●創立・開校１５０周年の翌年

「プラス１」

 一歩前へ、
 知・徳・体 今よりもよく成長を目指す
 「創造」の精神で、新たなもの（活動）を生み出す
 「仕事を増やす」のではなく、「質の向上」を




